
 

１．適用範囲 

 

本指定書は、MT50WA シリーズの結線手順について規定します。 

 

２．対象コネクタ 

  ＜製品名＞  

  MT50WA-＊A/＊BP-FL(＊＊)     (レセプタクル) 

  MT50W-＊8A/6BP-C(＊＊)       (P 絶縁ケース単体)  

    MT50A-＊＊＊＊PCFA           (信号 P 端子) 

    MT50B-＊＊＊＊PCFA           (電源 P 端子) 

 

  MT50WA-＊A/＊BS-CVL(＊＊)(＊＊)  (水平タイプ プラグ) 

  MT50W-＊AS-C(＊＊)           (信号 S 絶縁ケース単体) 

    MT50W-＊BS-C(＊＊)             (電源 S 絶縁ケース単体) 

    MT50A-＊＊＊＊SCFA              (信号 S 端子) 

    MT50B-＊＊＊＊SCFA                (電源 S 端子) 

 

３．適合ケーブル 

  ①日星電気社製 ケーブル外形φ9.0±0.4 

            NMCC01-MT50WA（ETFE） 

          NMCC01-OP-MT50WA（特殊エラストマー） 

 

４．作業手順 

 

■プラグ 

 ４－１． キャブタイヤケーブルの切断 

 

  使用するキャブタイヤケーブルを 仕上がり長 L + 45mm(下記参照) で切断して下さい。 
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４－２． キャブタイヤケーブル端末処理 

 

  キャブタイヤケーブルにキャップ、クランプ、ガスケットの順に通して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、キャブタイヤケーブルの先端が、カバーケースの嵌合口より 50mm 以上（※） 

飛び出る位置までカバーケースを通します。 

  カバーケースに通す際に、キャブタイヤケーブルに曲げ癖をつけたり、先端を斜めに 

カットしたりすると、通し易くなります。 

 

   ※長さは参考値です。作業性を考慮し、調整して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  25mm(下記参照) でキャブタイヤケーブルの端末処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

25mm 

 

曲げ癖を付けておく 斜めにカットしておく 

ガスケット クランプ キャップ 
ケーブル 

45mm + 仕上がり長 L 
50mm 以上 
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４－３． ケーブルの長さ調整 

 

  電源 S 絶縁ケース、信号 S 絶縁ケース毎に、電線の長さを合わせます。 

 

① 電源 S 絶縁ケース側にケーブルを出したい場合 

 

電源 S 絶縁ケースに挿入するケーブル 20mm 

信号 S 絶縁ケースに挿入するケーブル 25mm 

 

② 信号 S 絶縁ケース側にケーブルを出したい場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：信号 S 絶縁ケース側にケーブルを出したい場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源 S 絶縁ケースに挿入するケーブル 25mm 

信号 S 絶縁ケースに挿入するケーブル 20mm 

絶縁ケース毎に 

ケーブル長さを変える。 

電源用ケーブル 

25mm 
信号用ケーブル 

20mm 

25mm 

20mm 
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４－４． 端子圧着 

 

  ケーブルをストリップして圧着します。 

  圧着には、専用アプリケータまたは専用ハンドツールを用いて下さい。 

  圧着の C/H、I/H 及び圧着品質基準については、各端子の圧着条件表、圧着品質基準書 

  を参照願います。 

     

  C 部長さ 

    MT50A-＊＊＊＊SCFA  （信号 S 端子） ： 1.8～2.3mm 

     MT50B-＊＊＊＊SCFA  （電源 S 端子） ： 2.2～2.8mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  圧着時には、圧着の向きにご注意下さい。逆向きに圧着してしまうと、 

S 絶縁ケースへの挿入時に、180°捻る必要が出てきます。 

   

電源 S 端子：信号側のケーブルが上になる向きで圧着する。 

  信号 S 端子：電源側のケーブルが上になる向きで圧着する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

例：電源 S 端子を圧着する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧着後のイメージ図 

 

C 

電源用ケーブル 

信号用ケーブル 

アプリケーターのアンビル側 

アプリケーターのアンビル側 
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 ４－５．各絶縁ケースへの端子組込み 

   

  圧着した端子を、極性マークを目印に、各絶縁ケースに図示の方向から挿入します。 

  この時、ランスが引っかかっている事を確認して下さい。 

 

ケーブルが腰折れする場合は、ピンセットなどの工具で押し込んで下さい。 

 

誤配線してしまった場合は、P.10 の「端子リペアについて」をご参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       信号 S 絶縁ケース挿入方向       電源 S 絶縁ケース挿入方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        信号 S 絶縁ケース               電源 S 絶縁ケース 

 

ランス（信号 S 端子） 

ランス（電源 S 端子） 

ランスが引っかかって 

いる事を確認 

極性マーク(端子 No.1） 
極性マーク(端子 No.1） アースマーク 
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（6.3mm） ※1mm 以上 

外皮先端から 

7.5mm にマーキング 

 

 ４－６．カバーケースへの組込み 

 

  電源 S 絶縁ケースと信号 S 絶縁ケースを組み合わせます。 

  ケーブルを出したい方向に予め曲げておくと、組合せ易くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  組合せた S 絶縁ケースをカバーケースに挿入します。 

  電源 S 絶縁ケース側（白色）にロック機構があるため、そちら側に主に力が 

加わる様に押し込みます。カチッと音がしたら、挿入完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－７．外皮位置の確認 

 

   キャブタイヤケーブルの外皮先端が、ガスケット押し付け面より※1mm 以上内側に 

入っていることを確認して下さい。 

   ガスケット押し付け面より外側にありますと、防水不良の原因となります。 

   

   ケーブル外皮に、先端から 7.5mm の位置にマーキング（油性ペン等）を行い、 

  マーキング部をカバーケース端面まで押し込むことで、容易に外皮位置の確認が可能です。 

（ガスケット押し付け面から、カバーケースの端面まで（6.3mm）です。） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちら側を押す 

ガスケット押し付け面 

内側 外側 外皮先端 
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４－８．ガスケットとクランプの挿入 

 

下図の位置まで、ガスケットとクランプを挿入します。 

  この位置より挿入が浅いと、キャップ組込み時にガスケットがはみ出し、 

防水性能が出なくなる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－９．キャップの組込み 

 

キャップをカバーケースの端面に当たるまで、締め付けて下さい。 

この時、キャップが斜めにならないように、ご注意下さい。 

 

なお、端面から 1mm 程度の所から、キャップ回転中に引っかかる感触がありますが、 

これは緩み止め機構によるものです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3mm 以下 

端面 
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■レセプタクル 

 

５－１． 端子圧着 

 

  ケーブルをストリップして圧着します。 

  圧着には、専用アプリケータまたは専用ハンドツールを用いて下さい。 

  圧着の C/H、I/H 及び圧着品質基準については、各端子の圧着条件表、圧着品質基準書 

  を参照願います。 

     

  D 部長さ 

    MT50A-＊＊＊＊PCFA  （信号 P 端子） ： 1.8～2.3mm 

     MT50B-＊＊＊＊PCFA  （電源 P 端子） ： 2.2～2.8mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２．P 絶縁ケースへの端子組込み 

   

  圧着した端子を、極性マークを目印に、P 絶縁ケースに図示の方向から挿入します。 

  この時、ランスが引っかかっている事を確認して下さい。 

 

ケーブルが腰折れする場合は、ピンセットなどの工具で押し込んで下さい。 

 

誤配線してしまった場合は、P.10 の「端子リペアについて」をご参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     P 絶縁ケース挿入方向 

D 

ランス（信号 P 端子） ランス（電源 P 端子） 
ランスが引っかかって 

いる事を確認 
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                                              P 絶縁ケース 

 

５－３．レセプタクルへの P 絶縁ケース組込み 

 

  圧着端子を挿入した P 絶縁ケースを、レセプタクル本体に挿入します。 

  左右の爪が引っかかるまで、押し込んで下さい。 

  挿入の際、PE 端子のバネ部には触れないように、ご注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４．レセプタクルの取り付け 

 

  レセプタクルを筐体に取り付け、添付品の M2 ねじを下記の推奨トルクにて、 

対角で 4 か所締め付けます。 

  推奨トルクの下限値以下の場合、防水性能を満足しない場合がございます。 

 

  ＜推奨トルク＞ 下限：0.072N・m、上限：0.3N・m 

極性マーク（MT50B 用 No.1 端子） 

極性マーク（MT50A 用 No.1 端子） 

極性マーク（MT50A 用 No.1 端子） 

極性マーク（MT50B 用 No.1 端子） 

爪 

バネ部 
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◆端子のリペアについて 

 

＜電源Ｓ絶縁ケース＋電源Ｓ端子＞ 

 

  一度挿入した圧着端子を抜く場合は、抜き治具の先端を絶縁ケースの端子挿入側から 

  まっすぐ奥の壁に突き当たるまで挿入し、抜き治具と電線を一緒に持って、 

  軽く引き抜いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜信号Ｓ絶縁ケース＋信号Ｓ端子、P 絶縁ケース＋信号 P 端子 or 電源 P 端子＞ 

 

  一度挿入した圧着端子を抜く場合は、抜き治具の先端を絶縁ケースのランス溝に沿って 

  端子のランスに突き当たるまで挿入し、抜き治具と電線を一緒に持って、 

  軽く引き抜いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通項目＞ 

 

  治具の無理な挿入及びこじりは、製品性能を損なう恐れがあるので、お控え下さい。 

  またリペアによって、ランス強度が低下する可能性がある為、絶縁ケースは再利用せず 

  新しい絶縁ケースをご使用下さい。 

ランス溝 

抜き治具 

DF-C-PO(A) 
端子ランス 
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